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法輪寺・法起寺とも奈良県下屈指の古来ljでありながら， 両手J二が所服する彫刻について；rr細な

調査が行なわれなかったのが現状で， 今回の調査で幾つかの新知見を得る と とができた。 ζこ

では上代の木彫像を考える上で重要な手懸かりとなる法輪寺木造薬師如来坐像（重要文イtilt),

今までほとんど注目されるととのなかった法起寺木造十一llli観音立像の二件についてその調査

結果を報告することとする。

1 . 法輪寺木造薬師如来坐像

イ象 はITJi上に跡、！芝を植つけ， 耳裂は不買， 三道を刻まず，｛ぷi杉の上lζ迎肩の大衣をまとい，l血

Qtの大半， 左耳染， 左手第五指，｛象底左半材，豆

立；MはI.if］治42年の｛彦｝当！の際lζ布llわれたものである。 台座は各段1iJ= ＇ζ品目立

てられる椛造で， 上下分共， 各段は四方勿｜寄或いはがj後二～三材矧，

服部をrj,心lζ各内枠が設けられている。 」二段分の上限， 受
－

11:， 腰部の

来， 下舷二段， 下段分の下枢上段の両側面材， 同下段の全て， 内枠な

どが明治 の修理の際新有Iiされたもので， この他－/'al（こ古材が'Iii;用され

ているt�l分がある。 なお， I；珠］彦， 竹竿j巴の柄をつけた光？？も全てlljj

治の修理で新調されたものである。

木｛象は法隆寺金堂銅造釈迦三尊像の 1p�＼（とのJ儀式上， 或は形式上の

類似から飛鳥時代のJ上利J段式の；；／（），＼予像として早くから注目されていた

が， ζのII年代は鋳銅像が主流で， 木彫 ｛象について詳細！な研究が行なわ

れておらず， 今回の調査や1173和41イHζ 行なわれた，·111;x守木造：，gl蹴半幼l

像の修理などが契機となって， 飛J.�11寺代の木彫像の研究が進展するこ
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郎lζ裳の結び級の結び目をあらわす。 各JiTi li'r， 左はii奈上で立を仰ぎ， 五指をわずかに！日｜げて来 

誌を執り， 右は1t：：を前にして立て， 五指をわずかにJillげ， 右足を上lζ結協1扶坐する。 大衣の裾

を台座前町lζ垂らす。 台座は大小宣字座二．段重ね， 上段分は上枢， 受花，！限； 札 反花， 下程二

段からなり， 下段分は上位二段， 受·；／E, J毘｝ 札 反 ：／t， 下厄二段からなる。

イ象（本イ本） は精材， 彩色（漆下地， 殆んど！／（lj浴：）， 彫i眼。 ITJit\11, 休l習を:iillしてrj:i心部をー材と

し， 休部は と れに日， 胸， j医，布Ii, �·r面などほぼ全而にわたりftさ4～lOcmtTIの10数材をJI占合

せている。イ象底は台座上lζひろがる衣の裾を合め約4cmJ立さの絞（左右二材及び他に小材凶）を当

てている。 と れらの材は引状いずれも釘留としている。 こうした像の級幹部｛ζ両手首を各差込

矧つけ， 両mn官官は木芯を龍めた杭ー材を灼｜つけている。 台座前回lζ垂れる袋先は繊ー材製， 左

右IζL字金具各ーを打付け， 各その一辺を｛袋店と台座上而の聞にまー込

んで留める。 なお， 鼻先， 担， 右手第四指， 撚l'f而などが後有I)で， 般！



とと思う。 今回の調査で特lζ注目

されたのは本｛本の水干！？の技法であ

る。 本（象の場合， 前述のように基

本的には一木造といえるが， 体躯

の凸部！ζ｝＼In疫を当てて矧足してい

るといった感じで， 木彫像におけ

る「彫り」，「刻む」技法lζ却！像な

どのように rnf上げる」といった

芯識が加味されている。 平安時代

以降の寄木造の像にみられる， あ

らかじめ計画された木取は行なわ

れていない。 ζのことは巾宮寺菩
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薩半湖｛象の木容やili銅像のljJ型を思わせるような底部からの内制の状態， 或は法隆寺百済観音

立像にみられるような乾漆を一部lζ使用した塑形技法など共通する意識が働い て いると解さ

れ， 平安H寺代以降の一木像や寄木造の｛象にみられる木彫像とは異なり， 木材という材料の特性

といったものはそれ程芯識されておらず， &Jj銅像や塑像などと同様の塑形技法がその基本とな

っているものと考えられる。 本像は将lζ飛川l!.dtの木彫技法， 或は彫刻芯識を知る好資料とい

うζとができょう。

2. 法起寺木造十一面観音立像

頭上』と釣S訴状の警を粘い， 頂』ζイム面一， 天冠台上！と連花座付の化仏立像ー及び菩薩而� j-jflj 

を付し， 壁際まばら彫， 耳裂は不買， 三道をあらわす。 天衣・条掃をかけ， 装（折返一段〉を

著け， 左手を周作して胸元で水JHi：を執り， 方手は垂下，：立を正面lζ向け， 直立するi歯形の十一

面観音像である。 台座は自然木の根元を利用した岩座で， 現在任l上に 2 分の 1 程があらわれ，

以下は剖の中lとかくれている。 本休は杉材製で， 級幹部をrj1央に木；芯を館めたー材から！形成，

後頭部，，＇rrp, l民以下から背剖〈制｛'t像内貫通〉を施して木芯を除去， それそ
’

れ偏40cm前後のj/;{

板を当てている。 頭上の各而及び化仏をがiつけ， 左手は日， 肘， 手首で各矧つけ， 右手は訂以

下ー材を汚｜つける。 足部は左足首が朽損したため後補されているが， 当初は両足首とも台座の

一 郎〈岩座に差込む納も米ねる〕を含め本体と共木からJ,t 出している。 岩座は杉の線元を利用し，

上半部の前後左右lと別材を矧足している。 頭上Hu， 化仏， 両もみ上げ， 冠釘Ii， 冠級，j淘飾， 後

頭部及びl毘以下の？？板， 両詞以下， 左足首（像依から｛象内に差込んで留める〉， 右足内側の一部な

どが後補で， 乙の｛也， 本体の左側の損｛おが著しかったため， 左脇から腰にかけて数ケ所｛ζ埋木

があり， 右側の一郎にも同級の埋木がある。 肉身 i協の漆箔， 衣l司lの彩色（いずれも泥地〕 も後｜止

の仕事で， 持物の水j涜〈木製， 告を箔〉， 挙身光（木製， 漆箔〉 台座の矧木なども後世田布nわれたもの

である。 なお， とれらの後初i部は右足納K元禄7年(1694）の修理銘があり， 恐らく乙のII寺の
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同 友〈二〉

ものと認められる。

同 左（三〉！応｛°ljl

法起寺前堂の本t予1ゑで3.4mを上廻る日休の級怜 i取をー材から｝.＇.�成するー木造－の阪である。

頭部，｛本！］＼＇，＼とも幅と奥行とを十分にとっており， やや寸のつまった而相部には｜限必立ちを大振

りにっくり，)J旬や肢のふくらみには抑揚があってくびれをはっきりと刻み， どっしりとした軍

みが感じられる。 衣部には翻波をまじえた太自の衣文をあらわし，，，迫iYrl乙jff，＼ヌ；を配しており，

全休に平安初期のー木像lζ通じる古式の像容を示している。 ただ木（裂の場合， i本躯の表現lζ柔

か味がみられ， 衣文総lζ鋭さが減じていると ζ ろなどを考雌すると，1UiJ作年代は平安I「1JDJ, 10 

世紀末切と推定される。 との｛象で特lζ注目されるのは自然、木の版元を利用した岩座上にJf.つこ

とである。 一般に立・坐像を山わず仏， 菩阪の｛忽は；lli花座上lζit，：かれており， 岩座を配す例は

特殊なものに限られている。 立木仏の作例がほとんど例外なく岩j主上l·Cillかれており， 本像も

現状では立木仏として把られていて， 木像の）修からもその可能性が

強い。 ζ こで問題になるのは本休と岩座との関係で， 造像当初のも

のであるか否かということである。 前述のように岩座は自然木のま

まで全く彫刻されておらず， その形を様式上から判断する ζ とは不

可能である。 しかし岩座上回lζ’fたれた納穴の状態から元禄修理H与

を遡る ζ とは迎いなく，Jl1材が＊休， 岩凪I：！�＋�材である ζ とや，j込

納と岩座の桁J日状況がかなり似ていることから， 或は本体と岩－座が

同木から木取りし制作したという可能性が強い。 勿論記録w：でii（（め

得ないが， 造·{j量当初）り￥.それに近い頃から木像lζ付属していたと判

断されるものである。

木｛象は平安tj:iJPJの巨像の作例として評価される乙とは勿論である

が， 立木仏であるとすれば現存以古の作例であり， 彫刻史上i'l宜な

存在という ζ とになる。 （問中 義；，住〕
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